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はない。言語学習の分野における自律学習 (autonomouslearning)は 1979年に Councilof Europeans 
















動によって現れるかと説明されている o 1~J えば、 Little (1995)では、 Autonomyis a capaci守 -fo1'
detachment， critical 1'eflection， decision“making， and independent actionのように批判的に考えて、自律
的に行動する学習者の能力として扱っている。 Dam(1995)では Autonomyis cha1'acte1'ized by a 
















control ove1' one、sown learning. Benson ，2011) 
自律学習が重視されてきて、「教えるJより「学ぶj ことが注目された。「教締中心」の学習か
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教師研修への参加






次に、自分の役割より、学習者の役割の方が大きい IT40%同 S60%J と答えた教師が多い。それ
から IT30% -S 70%J、IT 20% -S 80%J と答えた教師が 2名ずついるが、そのうち、 1名の教師
が役割の割合を 2つに分け、 1-2年生の場合は IT30% -S 70%Jであり、 3-4年生の場合は iT20% 






T 70弘一 S30拡 l名
T 60出 S40見 1名
T 50覧-S 50出 8名
T 40拡-S 60% 4名
T 30覧- S 70判 2名
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